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 授業担当教員による授業環境に関する配慮の記述があったのは、小学校 38 件、中学校
17 件、高校４件の合計 59 件であった。また、それらは主に、①聴覚障害のある生徒の座
席の位置に関する内容 12 件、②視聴覚教材に関する内容８件、③板書に関する内容６件、
④グループ学習に関する内容７件、⑤他の生徒の発言への対応に関する内容９件、⑥聴覚
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第２節 これまでの先行研究及び実践の問題点 
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現在受けている授業の数について、Ａさんは 13 科目、Ｂさんは 15 科目、Ｃさんは 14 科
目、Ｄさんは 11 科目、Ｅさんは 14 科目、Ｆさんは９科目、Ｇさんは 13 科目、Ｈさんは 14
科目であった。  
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Table 2 聴覚障害のある生徒の属性  
 
 


















Ａ 女子 私立 重度 補聴器（両耳） 音声，手話 低音
Ｂ 女子 公立 重度 人工内耳（片耳） 音声，読話，身振り，手話 該当せず
Ｃ 男子 私立 重度 補聴器（両耳） 音声 低音
Ｄ 女子 公立 重度 補聴器（両耳） 音声，読話，身振り，指文字，筆談 低音
Ｅ 男子 公立 重度 補聴器（両耳） 音声，読話，身振り 低音
Ｆ 女子 公立 重度 補聴器（両耳） 音声，読話，身振り，指文字 高音
Ｇ 女子 公立 高度 補聴器（両耳） 音声 低音
Ｈ 女子 私立 中等度 補聴器（両耳） 音声，身振り 高音
対象 １位 ２位 ３位 ４位 ５位
Ａ 国語 情報 書道 現代社会 保健
Ｂ 情報 現代社会 － － －
Ｃ 数学 国語 物理 日本史 世界史
Ｄ 数学 － － － －
Ｅ 古典 化学 世界史 英語 現代文
Ｆ 体育① 体育② 保健 化学 現代文
Ｇ 化学 数学 英語 情報 国語
Ｈ 世界史 － － － －
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Table 4 最も参加しやすい授業における教員の話し方に関する認識  
 
＊「」は、あらかじめ設定した項目以外に、生徒自身が  
自らの言葉によって回答したものである。（以降の Table でも同様） 
 










対象 話す速さ 声の大きさ 声の高さ 声の聞き取りやすさ 口形の読み取りやすさ
Ａ 少し速い とても大きい 少し低い とても聞き取りやすい 読み取りやすい
Ｂ 少し速い 大きい 「分からない」 聞き取りやすい 読み取りやすい
Ｃ 「ちょっと速い」 大きい 少し低い 聞き取りやすい 読み取りやすい
Ｄ 少しゆっくり とても大きい 「低いほう」 聞き取りやすい 読み取りやすい
Ｅ 少しゆっくり 少し大きい 少し高い 少し聞き取りやすい 少し読み取りやすい
Ｆ 「ちょっと速い」 とても大きい 高い とても聞き取りやすい とても読み取りやすい
Ｇ 少し速い 大きい 低い 聞き取りやすい 「あまり見ていない」









Ａ あり 「前から３番目で、窓側」 少し多い 普通 該当せず なし
Ｂ なし 「右側の前のほう」 ほとんどない 該当せず 該当せず 該当せず
Ｃ あり 「前のほう」 普通 該当せず 該当せず 該当せず
Ｄ あり 「前から３番目で、窓側」 普通 普通 該当せず 該当せず
Ｅ なし 「一番前で、窓側（左側）」 普通 普通 該当せず 該当せず
Ｆ 該当せず 該当せず 該当せず 該当せず 「あまりない」 なし
Ｇ あり 「前から２番目で、窓側の端」 少し多い 普通 なし 該当せず
Ｈ あり 「前から２番目」 「日によって違う」 該当せず 該当せず 該当せず
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４．参加しにくい授業  










識を Table 7、教員の話し方に関する要望を Table 8、授業環境に関する認識を Table 9、
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Table 7 最も参加しにくい授業における教員の話し方に関する認識  
 
 




対象 １位 ２位 ３位 ４位 ５位
Ａ 生物 化学 英語① 英語② －
Ｂ － － － － －
Ｃ 英語 － － － －
Ｄ 現代文 プログラミング － － －
Ｅ － － － － －
Ｆ 数学 英語 日本史 世界史 －
Ｇ － － － － －
Ｈ 古典 英語 － － －
対象 話す速さ 声の大きさ 声の高さ 声の聞き取りやすさ 口形の読み取りやすさ
Ａ とても速い 小さい 高い 聞き取りにくい とても読み取りにくい
Ｃ 「よく分からない」 大きい 高い 「分からない」 「分からない」
Ｄ 「速いほう」 大きい 高い 聞き取りにくい 読み取りにくい
Ｆ とても速い 少し大きい 少し低い 聞き取りにくい 少し読み取りやすい
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Table 9 最も参加しにくい授業における授業環境に関する認識  
 
 























Ａ あり 「前から３番目で窓側」 少ない とても多い 該当せず 該当せず
Ｃ あり 「前のほう」 普通 「よく分からない」 該当せず 該当せず
Ｄ あり 「前から３番目で窓側」 普通 「あまり使われない」 該当せず あり
Ｆ なし 「一番前で窓側から２列目」 普通 該当せず 該当せず 該当せず
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とても速い 0 0 0 2
速い 0 1 0 1
少し速い 1 0 4 0
ちょうどいい 1 0 0 0
少しゆっくり 0 0 2 0
とても大きい 0 0 3 0
大きい 2 0 2 2
少し大きい 0 1 1 1
小さい 0 0 0 1
とても聞き取りやすい 0 0 2 0
聞き取りやすい 2 0 3 0
少し聞き取りやすい 0 0 1 0
普通 0 1 0 0
聞き取りにくい 0 0 0 3
とても読み取りやすい 0 0 1 0
読み取りやすい 0 0 4 0
少し読み取りやすい 0 0 1 1
読み取りにくい 0 0 0 1
とても読み取りにくい 0 0 0 1
口形をあまり見ない 2 1 0 0
少し多い 1 0 1 0
普通 0 0 3 3
少ない 0 0 0 1
ほとんどない 0 0 1 0
板書がない 0 0 1 0
とても多い 0 0 0 1
普通 1 1 3 0
あまり使われていない 0 0 0 1
プリントがない 1 0 3 1
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とても速い 0 0 0 2
速い 0 0 0 2
少し速い 2 0 3 0
ちょうどいい 0 0 1 0
少しゆっくり 0 0 2 0
とても大きい 0 0 3 0
大きい 2 1 2 1
少し大きい 0 0 1 2
小さい 0 0 0 1
とても聞き取りやすい 0 0 2 0
聞き取りやすい 2 0 3 0
少し聞き取りやすい 0 0 1 0
普通 0 0 0 1
聞き取りにくい 0 0 0 3
とても読み取りやすい 0 0 1 0
読み取りやすい 1 0 3 0
少し読み取りやすい 0 0 1 1
読み取りにくい 0 0 0 1
とても読み取りにくい 0 0 0 1
口形をあまり見ない 1 0 0 0
少し多い 1 0 1 0
普通 1 1 2 2
少ない 0 0 0 1
ほとんどない 0 0 1 0
板書がない 0 0 1 0
とても多い 0 0 0 1
普通 1 0 3 1
あまり使われていない 0 0 0 1
プリントがない 1 0 3 1
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Table 17 授業担当教員の経験  
 
 































































- 59 - 
 
Table 19 授業担当教員による話し方に関する配慮の具体的内容（話す速さ）  
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Table 22 授業担当教員による話し方に関する配慮の具体的内容（口の動かし方）  
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Table 29 授業担当教員による授業環境に関する配慮の具体的内容（板書）  
 
 
Table 30 授業担当教員による授業環境に関する配慮の具体的内容（プリント）  
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Table 35 聴覚障害のある生徒の教育経験と 
授業担当教員による話し方に関する配慮の関連 
 
あり （％） なし （％） 無記入
気をつけている 9 56.3 14 70.0 1 24 64.9
気をつけていない 7 43.8 5 25.0 0 12 32.4
無記入 0 0.0 1 5.0 0 1 2.7
気をつけている 11 68.8 13 65.0 1 25 67.6
気をつけていない 5 31.3 6 30.0 0 11 29.7
無記入 0 0.0 1 5.0 0 1 2.7
気をつけている 9 56.3 13 65.0 1 23 62.2
気をつけていない 5 31.3 1 5.0 0 6 16.2
分からない 2 12.5 5 25.0 0 7 18.9
無記入 0 0.0 1 5.0 0 1 2.7
気をつけている 5 31.3 7 35.0 1 13 35.1
気をつけていない 8 50.0 6 30.0 0 14 37.8
分からない 3 18.8 6 30.0 0 9 24.3
無記入 0 0.0 1 5.0 0 1 2.7
気をつけている 16 100 19 95.0 0 35 94.6
気をつけていない 0 0.0 0 0.0 0 0 0.0
無記入 0 0.0 1 5.0 1 2 5.4
気をつけている 5 31.3 2 10.0 0 7 18.9
気をつけていない 9 56.3 13 65.0 1 23 62.2
該当しない 2 12.5 4 20.0 0 6 16.2
無記入 0 0.0 1 5.0 0 1 2.7
気をつけている 9 56.3 9 45.0 0 18 48.6
気をつけていない 7 43.8 9 45.0 1 17 45.9
無記入 0 0.0 2 10.0 0 2 5.4
気をつけている 9 56.3 15 75.0 0 24 64.9
気をつけていない 7 43.8 4 20.0 1 12 32.4
無記入 0 0.0 1 5.0 0 1 2.7
気をつけている 5 31.3 6 30.0 1 12 32.4
気をつけていない 11 68.8 12 60.0 0 23 62.2
無記入 0 0.0 2 10.0 0 2 5.4
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Table 36 聴覚障害のある生徒の教育経験と 
授業担当教員による授業環境に関する配慮の関連  
 
あり （％） なし （％） 無記入
気をつけている 0 0.0 1 5.0 0 1 2.7
気をつけていない 16 100 18 90.0 1 35 94.6
無記入 0 0.0 1 5.0 0 1 2.7
気をつけている 6 37.5 5 25.0 0 11 29.7
気をつけていない 9 56.3 8 40.0 1 18 48.6
該当しない 1 6.3 2 10.0 0 3 8.1
無記入 0 0.0 5 25.0 0 5 13.5
気をつけている 4 25.0 4 20.0 0 8 21.6
気をつけていない 12 75.0 10 50.0 0 22 59.5
無記入 0 0.0 6 30.0 1 7 18.9
気をつけている 4 25.0 7 35.0 0 11 29.7
気をつけていない 9 56.3 7 35.0 1 17 45.9
該当しない 2 12.5 3 15.0 0 5 13.5
無記入 1 6.3 3 15.0 0 4 10.8
気をつけている 1 6.3 1 5.0 0 2 5.4
気をつけていない 12 75.0 13 65.0 1 26 70.3
該当しない 1 6.3 2 10.0 0 3 8.1
無記入 2 12.5 4 20.0 0 6 16.2
気をつけている 3 18.8 3 15.0 0 6 16.2
気をつけていない 9 56.3 10 50.0 1 20 54.1
該当しない 1 6.3 3 15.0 0 4 10.8
無記入 3 18.8 4 20.0 0 7 18.9
気をつけている 1 6.3 1 5.0 0 2 5.4
気をつけていない 12 75.0 10 50.0 0 22 59.5
該当しない 1 6.3 2 10.0 0 3 8.1
無記入 2 12.5 7 35.0 1 10 27.0
気をつけている 3 18.8 5 25.0 0 8 21.6
気をつけていない 11 68.8 10 50.0 1 22 59.5
該当しない 0 0.0 1 5.0 0 1 2.7
無記入 2 12.5 4 20.0 0 6 16.2
気をつけている 7 43.8 12 60.0 0 19 51.4
気をつけていない 7 43.8 4 20.0 1 12 32.4
無記入 2 12.5 4 20.0 0 6 16.2
気をつけている 10 62.5 7 35.0 0 17 45.9
気をつけていない 2 12.5 10 50.0 1 13 35.1
無記入 4 25.0 3 15.0 0 7 18.9
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Table 37 聴覚障害以外の障害のある生徒の教育経験と 
授業担当教員による話し方に関する配慮の関連 
 
あり （％） なし （％） 無記入
気をつけている 15 83.3 7 43.8 2 24 64.9
気をつけていない 3 16.7 8 50.0 1 12 32.4
無記入 0 0.0 1 6.3 0 1 2.7
気をつけている 16 88.9 7 43.8 2 25 67.6
気をつけていない 2 11.1 8 50.0 1 11 29.7
無記入 0 0.0 1 6.3 0 1 2.7
気をつけている 13 72.2 8 50.0 2 23 62.2
気をつけていない 0 0.0 5 31.3 1 6 16.2
分からない 5 27.8 2 12.5 0 7 18.9
無記入 0 0.0 1 6.3 0 1 2.7
気をつけている 8 44.4 3 18.8 2 13 35.1
気をつけていない 4 22.2 9 56.3 1 14 37.8
分からない 6 33.3 3 18.8 0 9 24.3
無記入 0 0.0 1 6.3 0 1 2.7
気をつけている 18 100 15 93.8 2 35 94.6
気をつけていない 0 0.0 0 0.0 0 0 0.0
無記入 0 0.0 1 6.3 1 2 5.4
気をつけている 4 22.2 2 12.5 1 7 18.9
気をつけていない 12 66.7 9 56.3 2 23 62.2
該当しない 2 11.1 4 25.0 0 6 16.2
無記入 0 0.0 1 6.3 0 1 2.7
気をつけている 9 50.0 9 56.3 0 18 48.6
気をつけていない 8 44.4 6 37.5 3 17 45.9
無記入 1 5.6 1 6.3 0 2 5.4
気をつけている 15 83.3 7 43.8 2 24 64.9
気をつけていない 3 16.7 8 50.0 1 12 32.4
無記入 0 0.0 1 6.3 0 1 2.7
気をつけている 8 44.4 2 12.5 2 12 32.4
気をつけていない 9 50.0 13 81.3 1 23 62.2
無記入 1 5.6 1 6.3 0 2 5.4
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Table 38 聴覚障害以外の障害のある生徒の教育経験と 
授業担当教員による授業環境に関する配慮の関連  
 
あり （％） なし （％） 無記入
気をつけている 1 5.6 0 0.0 0 1 2.7
気をつけていない 17 94.4 15 93.8 3 35 94.6
無記入 0 0.0 1 6.3 0 1 2.7
気をつけている 10 55.6 0 0.0 1 11 29.7
気をつけていない 4 22.2 12 75.0 2 18 48.6
該当しない 1 5.6 2 12.5 0 3 8.1
無記入 3 16.7 2 12.5 0 5 13.5
気をつけている 6 33.3 1 6.3 1 8 21.6
気をつけていない 9 50.0 12 75.0 1 22 59.5
無記入 3 16.7 3 18.8 1 7 18.9
気をつけている 7 38.9 3 18.8 1 11 29.7
気をつけていない 7 38.9 8 50.0 2 17 45.9
該当しない 1 5.6 4 25.0 0 5 13.5
無記入 3 16.7 1 6.3 0 4 10.8
気をつけている 0 0.0 1 6.3 1 2 5.4
気をつけていない 13 72.2 11 68.8 2 26 70.3
該当しない 1 5.6 2 12.5 0 3 8.1
無記入 4 22.2 2 12.5 0 6 16.2
気をつけている 4 22.2 1 6.3 1 6 16.2
気をつけていない 9 50.0 9 56.3 2 20 54.1
該当しない 1 5.6 3 18.8 0 4 10.8
無記入 4 22.2 3 18.8 0 7 18.9
気をつけている 1 5.6 1 6.3 0 2 5.4
気をつけていない 10 55.6 10 62.5 2 22 59.5
該当しない 3 16.7 0 0.0 0 3 8.1
無記入 4 22.2 5 31.3 1 10 27.0
気をつけている 7 38.9 0 0.0 1 8 21.6
気をつけていない 7 38.9 13 81.3 2 22 59.5
該当しない 1 5.6 0 0.0 0 1 2.7
無記入 3 16.7 3 18.8 0 6 16.2
気をつけている 12 66.7 5 31.3 2 19 51.4
気をつけていない 3 16.7 8 50.0 1 12 32.4
無記入 3 16.7 3 18.8 0 6 16.2
気をつけている 9 50.0 6 37.5 2 17 45.9
気をつけていない 6 33.3 6 37.5 1 13 35.1
無記入 3 16.7 4 25.0 0 7 18.9






























 ２）授業環境に関する配慮との関連  
 障害や特別支援教育に関する研修の受講経験と授業担当教員による授業環境に関する配
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Table 39 障害や特別支援教育に関する研修の受講経験と 
授業担当教員による話し方に関する配慮の関連 
 
あり （％） なし （％） 無記入
気をつけている 17 94.4 6 40.0 1 24 64.9
気をつけていない 1 5.6 8 53.3 3 12 32.4
無記入 0 0.0 1 6.7 0 1 2.7
気をつけている 16 88.9 7 46.7 2 25 67.6
気をつけていない 2 11.1 7 46.7 2 11 29.7
無記入 0 0.0 1 6.7 0 1 2.7
気をつけている 14 77.8 7 46.7 2 23 62.2
気をつけていない 0 0.0 4 26.7 2 6 16.2
分からない 4 22.2 3 20.0 0 7 18.9
無記入 0 0.0 1 6.7 0 1 2.7
気をつけている 9 50.0 3 20.0 1 13 35.1
気をつけていない 4 22.2 7 46.7 3 14 37.8
分からない 5 27.8 4 26.7 0 9 24.3
無記入 0 0.0 1 6.7 0 1 2.7
気をつけている 18 100 14 93.3 3 35 94.6
気をつけていない 0 0.0 0 0.0 0 0 0.0
無記入 0 0.0 1 6.7 1 2 5.4
気をつけている 4 22.2 2 13.3 1 7 18.9
気をつけていない 12 66.7 8 53.3 3 23 62.2
該当しない 2 11.1 4 26.7 0 6 16.2
無記入 0 0.0 1 6.7 0 1 2.7
気をつけている 8 44.4 8 53.3 2 18 48.6
気をつけていない 9 50.0 6 40.0 2 17 45.9
無記入 1 5.6 1 6.7 0 2 5.4
気をつけている 15 83.3 9 60.0 0 24 64.9
気をつけていない 3 16.7 5 33.3 4 12 32.4
無記入 0 0.0 1 6.7 0 1 2.7
気をつけている 6 33.3 5 33.3 1 12 32.4
気をつけていない 11 61.1 9 60.0 3 23 62.2
無記入 1 5.6 1 6.7 0 2 5.4
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Table 40 障害や特別支援教育に関する研修の受講経験と 
授業担当教員による授業環境に関する配慮の関連  
 
あり （％） なし （％） 無記入
気をつけている 1 5.6 0 0.0 0 1 2.7
気をつけていない 17 94.4 14 93.3 4 35 94.6
無記入 0 0.0 1 6.7 0 1 2.7
気をつけている 8 44.4 3 20.0 0 11 29.7
気をつけていない 5 27.8 9 60.0 4 18 48.6
該当しない 2 11.1 1 6.7 0 3 8.1
無記入 3 16.7 2 13.3 0 5 13.5
気をつけている 6 33.3 2 13.3 0 8 21.6
気をつけていない 9 50.0 10 66.7 3 22 59.5
無記入 3 16.7 3 20.0 1 7 18.9
気をつけている 8 44.4 2 13.3 1 11 29.7
気をつけていない 5 27.8 9 60.0 3 17 45.9
該当しない 2 11.1 3 20.0 0 5 13.5
無記入 3 16.7 1 6.7 0 4 10.8
気をつけている 1 5.6 0 0.0 1 2 5.4
気をつけていない 11 61.1 12 80.0 3 26 70.3
該当しない 2 11.1 1 6.7 0 3 8.1
無記入 4 22.2 2 13.3 0 6 16.2
気をつけている 4 22.2 1 6.7 1 6 16.2
気をつけていない 8 44.4 10 66.7 2 20 54.1
該当しない 2 11.1 2 13.3 0 4 10.8
無記入 4 22.2 2 13.3 1 7 18.9
気をつけている 1 5.6 1 6.7 0 2 5.4
気をつけていない 11 61.1 8 53.3 3 22 59.5
該当しない 2 11.1 1 6.7 0 3 8.1
無記入 4 22.2 5 33.3 1 10 27.0
気をつけている 7 38.9 1 6.7 0 8 21.6
気をつけていない 7 38.9 11 73.3 4 22 59.5
該当しない 1 5.6 0 0.0 0 1 2.7
無記入 3 16.7 3 20.0 0 6 16.2
気をつけている 11 61.1 6 40.0 2 19 51.4
気をつけていない 4 22.2 6 40.0 2 12 32.4
無記入 3 16.7 3 20.0 0 6 16.2
気をつけている 8 44.4 7 46.7 2 17 45.9
気をつけていない 7 38.9 4 26.7 2 13 35.1
無記入 3 16.7 4 26.7 0 7 18.9
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高い 4 9 8
低い 5 0 1
高い 6 9 9
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か注意を向けること」について配慮している教員は 19 名（51.4%）であるが、その他の項




























































































































































































































件法を用いた。本調査で用いた質問項目の詳細を Table 42 に示す。 
- 86 - 
 








































































































 聴覚障害のある生徒の在籍数を Table 44、聴覚障害のある生徒の属性を Table 45 に示
す。Table 44 より、各学校に在籍している聴覚障害のある生徒の数は「１人」が 43 校（45.7%）
で最も多く、聴覚障害のある生徒が比較的多く在籍している学校は少数であった。  
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Table 43 特別支援教育コーディネーター担当教員の属性・経験 
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Table 46 話し方に関する配慮についての校内体制の状況  
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Table 48 話し方に関する配慮についての校内体制の具体的内容（声の大きさ）  
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Table 57 授業環境に関する配慮についての校内体制の具体的内容（板書） 
 
 
Table 58 授業環境に関する配慮についての校内体制の具体的内容（プリント） 
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Table 61 授業環境に関する配慮についての校内体制の具体的内容（要約筆記者配置） 
 
 










































 聴覚障害のある生徒の在籍数と話し方に関する配慮についての校内体制の関連を Table 
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１人 （％） 複数人 （％） 無記入
取り決めている 9 20.9 10 20.8 0 19 20.2
取り決めていない 32 74.4 37 77.1 1 70 74.5
無記入 2 4.7 1 2.1 2 5 5.3
取り決めている 7 16.3 8 16.7 0 15 16.0
取り決めていない 32 74.4 40 83.3 1 73 77.7
無記入 4 9.3 0 0.0 2 6 6.4
取り決めている 17 39.5 13 27.1 0 30 31.9
取り決めていない 22 51.2 35 72.9 1 58 61.7
無記入 4 9.3 0 0.0 2 6 6.4
取り決めている 12 27.9 3 6.3 0 15 16.0
取り決めていない 29 67.4 43 89.6 1 73 77.7
無記入 2 4.7 2 4.2 2 6 6.4
取り決めている 18 41.9 14 29.2 0 32 34.0
取り決めていない 22 51.2 33 68.8 1 56 59.6
無記入 3 7.0 1 2.1 2 6 6.4
取り決めている 6 14.0 6 12.5 1 13 13.8
取り決めていない 35 81.4 42 87.5 0 77 81.9
無記入 2 4.7 0 0.0 2 4 4.3
取り決めている 0 0.0 2 4.2 0 2 2.1
取り決めていない 41 95.3 46 95.8 1 88 93.6
無記入 2 4.7 0 0.0 2 4 4.3
取り決めている 0 0.0 1 2.1 0 1 1.1
取り決めていない 41 95.3 47 97.9 1 89 94.7
無記入 2 4.7 0 0.0 2 4 4.3
取り決めている 3 7.0 7 14.6 0 10 10.6
取り決めていない 38 88.4 41 85.4 1 80 85.1
無記入 2 4.7 0 0.0 2 4 4.3
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Table 64 聴覚障害のある生徒の在籍数と  
授業環境に関する配慮についての校内体制の関連  
 
１人 （％） 複数人 （％） 無記入
取り決めている 6 14.0 3 6.3 0 9 9.6
(46.2) (50.0) (47.4)
取り決めていない 6 14.0 3 6.3 0 9 9.6
(46.2) (50.0) (47.4)
無記入 1 2.3 0 0.0 0 1 1.1
ＦＭ不使用 26 60.5 41 85.4 1 68 72.3
無記入 4 9.3 1 2.1 2 7 7.4
取り決めている 8 18.6 6 12.5 0 14 14.9
取り決めていない 33 76.7 42 87.5 1 76 80.9
無記入 2 4.7 0 0.0 2 4 4.3
取り決めている 27 62.8 32 66.7 1 60 63.8
取り決めていない 13 30.2 16 33.3 0 29 30.9
無記入 3 7.0 0 0.0 2 5 5.3
取り決めている 5 11.6 3 6.3 0 8 8.5
取り決めていない 36 83.7 44 91.7 1 81 86.2
無記入 2 4.7 1 2.1 2 5 5.3
取り決めている 3 7.0 5 10.4 0 8 8.5
取り決めていない 38 88.4 43 89.6 1 82 87.2
無記入 2 4.7 0 0.0 2 4 4.3
取り決めている 0 0.0 4 8.3 0 4 4.3
取り決めていない 41 95.3 44 91.7 1 86 91.5
無記入 2 4.7 0 0.0 2 4 4.3
取り決めている 0 0.0 3 6.3 0 3 3.2
取り決めていない 39 90.7 45 93.8 1 85 90.4
無記入 4 9.3 0 0.0 2 6 6.4
取り決めている 7 16.3 4 8.3 0 11 11.7
取り決めていない 34 79.1 44 91.7 1 79 84.0
無記入 2 4.7 0 0.0 2 4 4.3
取り決めている 1 2.3 3 6.3 0 4 4.3
取り決めていない 40 93.0 44 91.7 1 85 90.4
無記入 2 4.7 1 2.1 2 5 5.3
取り決めている 5 11.6 7 14.6 0 12 12.8
取り決めていない 34 79.1 40 83.3 1 75 79.8
無記入 4 9.3 1 2.1 2 7 7.4
取り決めている 2 4.7 1 2.1 0 3 3.2
取り決めていない 39 90.7 46 95.8 1 86 91.5
無記入 2 4.7 1 2.1 2 5 5.3
取り決めている 0 0.0 0 0.0 0 0 0.0
取り決めていない 41 95.3 47 97.9 1 89 94.7
無記入 2 4.7 1 2.1 2 5 5.3
取り決めている 6 14.0 4 8.3 0 10 10.6
取り決めていない 34 79.1 43 89.6 1 78 83.0
無記入 3 7.0 1 2.1 2 6 6.4
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第４節 今後の課題  
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